
Ⅶ ホタテガイ桁網の 試験

佐々木 鉄 郎 ･赤 星 静 雄

陸奥湾におけるホクテガイ漁業を恒久的に維持するために払 その資源の年変動を小さくし毎年計画

的を生産を挙げることが肝要である｡そのためには漁場管理と行使を均衡のとれた状態にかかをければ

をら夜い｡ホクテガイ漁場の管理を適確に進めるに当D､先づ問題に在るのはホクテガイの密度および

資源量の正確を把握であるo

ホクテガイの生息密度および資源量の推定にあたっては､桁網の漁獲効率の数値が､その推定値に与

える影響が極めて大きい事は言 うまでもなho

陸奥湾におけるホクテガイ資源量算出にあたって帆 今まで各地先毎の海底の状況を勘案して桁網効

率を15-20藤とされていたが､それの適否を確めるため､今年度はじめてスキューバ潜水にエb桁

網曳網状態を観察すると共にホクテガイ桁網の漁獲効率試験を行なったo

1､ 試験場所および時期

下北郡川内町地先

昭和43年8月4､5日
東津垂郡平内町土屋地先

昭和 43年8月24日

2.使用した桁網

(川内)桁網の幅

爪 の 数

爪の間隔

網 目

(土屋)桁網の幅

爪 の 数

爪の間隔

網 目

3. 試験方法

1.35珊

■13本

11.3m

11.5cm

2.00m

17本

12.5Cn

11.5C耽

仙 試験対象地先の底質

川内町地先 砂および砂利に玉有

アマモ点在

土 屋 地先 砂 泥 質
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第1図 試験地点図
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(2) 朽網の曳網方法

o各回毎に200mの問縄を張 b両端にHZ浮子を標識として使用し､これに沿って桁網を曳網した｡

o 曳網の長さはそれぞれ試験場所の水深の約4倍とした ｡

o曳網速度は漁業者が普段操業の状態とほぼ同じく､1分間当b約50- 60mの速度にして曳網

させた｡

o潜水による採集作業は曳網後海底に桁網の幅の範囲に曳網跡が明瞭に残るので､その部分のホ

クテガイおよび､その他の大型生物を残らず採取した｡

また桁網曳網と同時に桁網の上部に掴まb曳綱状態を観察 した｡ (川内地先で2回､土屋地先

で 1回)

試験結果および考察

o潜水による曳網状態の観察結果

仙 川内町地先

oSt1

底質は襟にツルモの着生が多ho玉石が点在してかD､玉石の多いところでは桁の爪が石に掛れ

引き網が張b爪が石からはずれると､そのはヂみで桁網が大きく飛んだ｡ 全行程のうち約 140n乙が

大､小の喋､60mが砂場で玉石が広く点在していた｡

oSt2

全体 として砂場が多く小さ豪傑 (砂利)に玉石が点在してか D､砂場にはスガモの小群生が点在し

ていた･｡

夜かスガモの群生 している部分はスガモの根によb周 辺 部 よb約5-10m位わ高くをっておれ

その周辺にホクテガイの0年月が多くみられた｡大きい喋や玉石の処を桁網が通過する際､桁網の

爪や網口の底についている鎖に石が寄せられて､ホクテガイが石の下になるものが見受けられた

また桁網の両端の部分にかかるホクテガイは殆んど網に入らず外傾tlにそれた｡

oSt3

St2の底質とやや同じであるが砂場が多く､玉石やスガモが St2よb少ないようであった｡

oSt4

stlの底質とほぼ同じ状態で砂場には､ベンケイガイ､カキ､カシ-.ンの殻が多かった｡

(2) 土屋地先

oSt1

底質は砂泥質でホクテガイのいる部分は凹状になっておD､ホクテガイの上面 (左殻)は砂で覆われ

て輪郭だけが円く見えてVlたo

桁網を曳網すると桁網の爪や網口下部の鎖の下にをb網の中に人らをいのが多い｡

をか､川内地先よbヒトデ類が多く見 られたo

oSt2

底質はStlとほほ同様でホクテガイの生息密度はStlよb少をいようだ｡ lmFの枠による調査

も行在ったが11rf当b2-3枚ぐらいのところもあるがlni当bVC全然見受け如 い部分も多か攻 ｡
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第1表 ホクテガイ桁網効率試験結果

地先名 川 内 町 地 免 平 内町 土 屋地
先1 回 目 2 回 目 3 回 目 4 回 目 1

回 目 2 回 目試 験 月 日 45.8.4 45.8.4 45.8.4 45.8.5 45

.8.24 45.8.24水 深 (m) 17.0 14.5ヤ 5.0 1

2..0 12.0 9.0 12.0底 質 疎､小砂 利混 砂､傑混 b 砂､樺混 b 鱒､小砂利混 砂 泥 砂 泥
b(玉石点在) (藻点在) (藻点在

) b年石点在)柿 ホ

メ 0 年 月 0 2

1 2 0 o'1 〝 2 0
0 02 〝 0 6 0

0フ一ガイ 3年 月 以 上 1 2

46 21網 合 計 A 5 10 1 2 46 21曳網Vこよる採敬物 死 殻 0 0 0 0マ ナ マ コツ ガ ル ウ ニム ラ サ キ ウ ニバ フ ン ウ ニカメホウズキチョウチ ンヒ ト デイ トマ

キ ヒ ト デニ ホ ン ヒ ト デヒ メ エ ゾ ボ ラモ ミ ヂ ガ イ 11 2211

11 111 10三言

㌢ 6171627 カニシ14港 ホメ 0 年

月 5 87 1 7 0 01 〝 6

0 0 0 0 02 〝

1 12 0 4 0 0水 7~ガイ 3 年 月 以 上 1 4 10 5 281 124に 合 計 B ll 10

5 ll 14 281: 124よる採敬物 死 穀

0 0 0 0マ ナ マ コツ ガ ル ウ ニム ラ サ キ ク -バ フ ン ウ ニヒ ト デカメホウズキチョウチ



o 桁網の漁獲効率について

陸奥湾ではスキニーバ潜水によるホクテガイ桁網の曳網状況の観察および桁網の漁獲効率試験は初め

てのことであD､その試験方法についてもまだ多くの諸元が必要と思われるo今回の試験は概略的をも

のではあったが､桁綱の曳縮状態が底質によりか夜b変化があD､それが桁綿か効率を大きく変えてい

ることが解ったo

試験地別 (塵質別)の結果は第1表のとおDで､今回の試験ではほほ同質の底質地点を2回づつ曳網

したが､桁網の漁獲効率は海底状態が単純を底質と複雑をところでは予想以上の差があったo

即ち砂泥質で海底がやや単純と思われる土屋地先では､平均効率 14.3%でその差は0･4啄とかをb

近い平均値がでたが､川内町地先の嵐 (小砂利混b)玉石が散在しているところ (Stl､ St4)

では14.1錫と21.4%でその差は7.3場であD､また同地先の砂 (′J､砂利混b)藻点在のところでは

8.9感と8.3%で差 0.6感と土屋地先に次いで小さかった｡

夜か土屋地先のホクテガイは全部3年月であるが､ これは昭和40年に大島と弁天島間の海域に異常

発生したものを移殖したものである｡

土 屋 地先の 底 質 の粒 度組 成 は､ 12lOp以 下 1.8g0､ 120- 150JL8.3感､500-

1.000〟､ 54.1虜､ 1.000JL以上35.8解で中位粒径は正確には出をかったが約8.00-950

〟であったO

をお､今回の試験結果を省bみると問題点として､(1)同質の底質でホクテガイがほぼ同一智慶の場合

はどうか､(2洩綱速度を変えた場合＼(31曳網の長さ (曳網角度)を変えた場合､桁網の爪の間隔､桁網

の重量の差異等 幾々多の諸条件による桁網効率を検討する必要があるものと考えられるo
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